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個々のストーリーは不明または

学術的裏づけに乏しいものが多い
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伊東付近の伊豆東部火山群（ジオパークマップ２）



伊東付近の伊豆東部火山群（ジオパークマップ２）



伊東付近の伊豆東部火山群（ジオパークマップ２）
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湖成シルト（湖の底
にたまった泥層）

馬場平−鉢ヶ窪スコリア
(乾いた陸地に降り積もった)
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点々と続く湖成層



岩手・宮城内陸地震　2008年6月14日　M6.8　

	
 荒砥沢ダム上流の大規模地すべり

　　　　　　アジア航測株式会社撮影　



200m



500m

小川沢

馬
場
平
ス
コ
リ
ア
丘 松
川

背景の赤色立体地図は国土交通省沼津河川国道事務所作成

せ
き
止
め
湖

地すべり 伊東市街



500m

小川沢

馬
場
平
ス
コ
リ
ア
丘 松
川

背景の赤色立体地図は国土交通省沼津河川国道事務所作成

せ
き
止
め
湖

地すべり

怪しい凹地群

伊東市街



500m

小川沢

馬
場
平
ス
コ
リ
ア
丘 松
川

背景の赤色立体地図は国土交通省沼津河川国道事務所作成

せ
き
止
め
湖

地すべり

怪しい凹地群

伊東市街

地すべり体





小川沢の
地形発達史
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赤牛伝説：一碧湖の「赤牛」は、
一碧湖に来る前は小川沢にいた



伊東市史自然・災害編　2013年4月



寛永（一六二四～四四）の頃、
岡村の小川沢にある池に、神通力をもった赤牛が住んでいた。
この池が年々浅くなり住みにくくなったので、
赤牛は新しい住みかを求めてある夜池を抜け出し、吉田の大池に
やってきた。
赤牛はそのまま大池に住みつき、
村人たちが大池を船で通ると、これをひっくり返し、
さらに池に落ちた村人を食い殺すようになった。
光栄寺の日広上人は赤牛の悪さを見過ごすことができないとし
て、赤牛の魔力を封じ込めようと決心した。
そこで上人は十二島のうち一つである小島に渡り、七日七晩お経
をあげ、赤牛の魔力封じを行い、ついに成功した。
日広上人は二度と赤牛の魔力が現われないようにと、この小島に
御堂を建て、自ら書き写した経文数巻を納め供養した。
そこでこの小島をお経島と呼ぶようになった。

「赤牛」の伝説
　　宮内卯守「伊東の民話と伝説」（サガミヤ書店，1975）
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小川沢のせき止め湖の消滅は
2万3000年前なので伝承の発生要因
としては古過ぎる



戸田と西浦を結ぶ山道の池の平には、昔、大きな池があり、赤牛
が住んで人々をたぶらかす（赤牛（大蛇）を退治したら池がなく
なった）（伊豆半島北西部）

八坂村左右の日陰村の堤という所に昔大きな池があった。
この池の主は角が一本の赤い牛であったが、この池の土堤が切れ
て流れ出したので、飛び出して八坂村と信級村との境を池れる濁
沢の淵へ飛び込んだ。その後池は浅くなって用水となり、牛の飛
び込んだ淵の近くを牛厩というようになった（長野県）

池中から先に投身した老婆の化身である赤牛が飛び出して大笹池
に走った。赤牛は大笹池に行っても住むことが出来ず、さらに野
牛島の能蔵池（南アルプス市）に逃げたが、果たしてそこにも落
ちついたかどうか分からない（山梨県）

「赤牛」は土石流災害の伝承であり、伊東市の小川沢も同様
　　　　　　　　　　（笹本,2013,伊東市史自然・災害編）



旧和田村（現伊東市内）の文書『文禄三（1594）年午ノ八月　彦
坂小形部様御検地　伊豆国加茂郡岡村　和田村ニ而寫取之』

「岡村山之内上小川と申山之洞地御座候。廣サ東西六拾間、南北
弐拾間、深サ弐尋三尋程御座候。是者用水小川沢水上ニ御座候。
道法村ヨリ弐拾四間御座候」
＝岡村の山中の「上小川」に東西60間（110ｍ）、南北20間（36
ｍ）、深さ2-3尋（3-4ｍ）ほどの池があり、これは小川沢の上流
で村から24間（40ｍ）の距離にある。

「岡村」は現在の伊東市岡区であり、小川沢の下流。小川沢は地
形が急峻なため、山崩れによるせき止め湖の生成・消滅が他の時
代にも起きたことは十分考えられる。この池も現在は存在せず、
過去の位置を特定することは難しいが、かつて小川沢に出現して
は消滅したせき止め湖のいずれかが伝説中で引き合いに出された
と考えるべきであろう。


